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 令 和 ６ 年 度 の ス ロ ー ガ ン 

「すべての人に笑顔と感謝」 

 

理 念 
すべての人と共に  

健康
すこやか

で生きがいある   
安心した暮らしを 
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豊年福祉会広報部 

軽 費 老 人 ホ ー ム 明 星 

特 別 養 護 老 人 ホーム 明 星 

豊 年 福 祉 会診 療 所 

特 別 養 護 老 人 ホーム 天の川明星 

豊 年 福 祉 会 天の川診療所 

地 域 福 祉 サ ポ ー ト セ ン タ ー 
(生計困難者相談・在宅介護支援センター)   

ケ ア プ ラ ン セ ン タ ー 明 星 

デイサービスセンター 明 星 

デイサービスセンター 天 の 川 

デイサービスセンター き さ べ 

ヘルパーステーション 明 星 

ハートフルステーション  い わ ふ ね 

ホ ー ム き ら ら 

ホ ー ム か が や き 

豊年福祉会明星 

久しぶりに「チェロ演奏グループ～海～」さんによる演奏会が８月３日（土）に星徳館で

開催されました。生の楽器の音色はとても素晴らしく、皆様の表情からも自然と笑みがこぼ

れていました。 

 

軽費老人ホーム明星 

チェロ演奏会 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ２０２４年（令和６年） ９月号   明 星 新 聞 

デイサービスセンター天の川 デイサービスセンター明星 

若
い
頃
に
調
理
師
免
許
を
取
り
父
親
の
経
営
す
る
飲
食
店
で 

働
き
ま
し
た
。
厨
房
で
魚
の
三
枚
下
し
を
よ
く
手
伝
い
ま
し
た
。

喫
茶
を
担
当
し
た
時
は
ド
リ
ッ
プ
コ
ー
ヒ
ー
の
淹
れ
方
も
覚
え
ま

し
た
。
コ
ー
ヒ
ー
好
き
の
私
は
今
も
川
島
流
「
水
出
し
ド
リ
ッ
プ
コ

ー
ヒ
ー
」を
入
れ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

歌
も
大
好
き
で
す
。
持
ち
歌
は
２０
曲
あ
り
特
に
お
気
に
入
り

は
菊
地
章
子
さ
ん
の「
星
の
流
れ
に
」
で
す
。
明
星
文
化
祭
の
カ
ラ

オ
ケ
コ
ー
ナ
ー
に
参
加
し
て
歌
っ
た
楽
し
い
思
い
出
も
あ
り
ま
す
。 

絵
を
描
く
の
も
得
意
で
、
学
生
時
代
は
賞
を
沢
山
も
ら
い
ま
し

た
。
小
学
一
年
生
の
時
に
描
い
た
絵
を
デ
パ
ー
ト
で
飾
っ
て
も
ら

っ
た
時
は
大
変
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

今
は
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
や
看
護
師
さ
ん
の

絵
を
描
い
て
部
屋
に
飾
っ
て
い
ま
す
。 

７２
歳
に
な
り
ま
し
た
が
一
人
暮
ら
し
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
に
支
援
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
元
気
が
あ

る
限
り
今
の
生
活
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。 

 
あ
の
人
に
聞
く 

ハ
ー
ト
フ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
い
わ
ふ
ね 

 

計
画
相
談
利
用
者 

 
 

 
 

川
島
邦
信 

「
コ
ー
ヒ
ー
と
絵
の
あ
る
暮
ら
し
を
」 

 

８月はレクリエーションで恒例の夏祭りを行いま
した。ゲームコーナーには射的にヨーヨー釣り等、
おやつコーナーには一銭焼きとかき氷がありまし
た。射的は職員の顔写真を的にしたのですが、なか
なか倒れず悔しがっておられました。千本引きでは
引いた景品のお披露目。皆さん、首からチケットを
下げて各コーナーを回っておられました。 

 

楽天堂にちょうちんを飾り、盆踊りを行いまし

た。最初は恥ずかしそうにしておられた方や「見

るだけで良いわ」と言われていた方も、浴衣を着

ると嬉しそうに踊っておられました。 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほのぼのぺっと

 右が、ポメラニアンのポメちゃん（16歳）、

左がロングコートチワワのお花ちゃん（5 歳）

どちらも女の子です。家で仲良く、お留守番犬

してくれてます。 

特別養護老人ホーム天の川明星職員 K・Y 

 

デイサービスセンターきさべ 

明 星 新 聞  ２０２４年（令和６年）  ９月号  
３ 

夏祭りに向け、皆さんと一緒にちょうちん作

りをしました。色とりどりのちょうちんを飾る

とデイルームが一気に華やかになりました。 

ちょうちん作り 

職 員 紹 介 
ヘルパーステーション花組 

森本たつえ 直江節美 吉原洋子 西岡綾子 辻本みのり 村尾由利香 河原正子 

四方里恵 武田まどか 三城里沙 松永敬子 



軽費明星 

7 （土） 敬老家族会 

8 （日） ワンポイントリハビリ 

10 （火） 障子洗い 

14 （土） 喫茶 

15 （日） DVD鑑賞 

19 （木） 買物 

21 （土） 喫茶 

23 （月） 髪や＜散髪＞ 

26 

27 

（木） 

（金） 

長寿会 

昼食会（外食） 

28 （土） 星徳館喫茶 

クラブ活動 

5 （木） 編み物 

12 （木） 書道 

15 （日） 編み物 

25 （水） 折り紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２４年（令和６年）  ９月号   明 星 新 聞 ４ 

特養天の川 

1 （日） 
体重測定（4F） 

おやつバイキング 

6 （金） 体重測定（3F） 

7 （土） 体重測定（2F） 

13 （金） 私の日（3F） 

14 （土） 出張おやつ（4F） 

15 （日） ごちそうの日 

18 （水） 私の日（2F） 

22 （日） 敬老会 

25 （水） 私の日（４F） 

26 （木） 髪や＜散髪＞ 

27 （金） クッキング（３F） 

28 （土） クッキング（2Ｆ） 

 

行事予定は変更することがあり

ますので、できれば事前にご確認

ください。 

ハートフルステーション 

いわふね 

3 （火） 大阪 880万人訓練 

10 （火） 外出行事 

12 （木） 誕生日会 

 

特養明星 

2 （月） 習字 

5 

６ 

（木） 

（金） 

オープンキッチン（１F） 

誕生日会 

12 

13 

16 

19 

（木） 

（金） 

（月） 

（木） 

オープンキッチン（２F） 

作品作り 

セレクトおやつ 

オープンキッチン（３F） 

20 

23 

（金） 

（月） 

敬老会（２F） 

敬老会（１・３F） 

27 （金） ごちそうの日 

 

デイサービスセンター 

きさべ 

2 （月） ～ 6 （金） 

敬老会飾り作り 

9 （月） ～ 13 （金） 

敬老会 

16 （月） ～ 20 （金） 

手作りおやつ（お月見団子） 

23 （月） ～ 27 （金） 

合唱・体操・俳句など 

30 （月）    

合唱・体操・俳句など 

 

デイサービスセンター 

天の川 

2 （月） ～ 7 （土） 

言葉あそびクイズ、かき氷など 

9 （月） ～ 14 （土） 

敬老会、お茶会、宴会屋、 

カラオケ大会、フラダンスなど 

16 （月） ～ 21 （土） 

季節のぬり絵、運動会、歌レクなど 

23 （月） ～ 28 （土） 

季節の壁面、書道など 

30 （月）    

未定（お楽しみに！） 

 

デイサービスセンター 

明星 

2 （月） ～ 6 （金） 

傘玉入れ 

9 （月） ～ 13 （金） 

敬老会 

16 （月） ～ 20 （金） 

お誕生日会（肉まん） 

23 （月） ～ 27 （金） 

体重測定・個別レク 

30 （月）    

ピンポンゴルフ 

 

星德館 
（いこいの場・施設開放日） 

17（火） 

 

十五夜とは？ 十五夜は「中秋の名月」と呼ばれる秋の美しい月を鑑賞しながら、秋の収穫に感謝をする行事です。

十五夜に月見団子、すすき、芋などの収穫物を供えるのは、様々な物事の結実に対して感謝と祈りを

捧げるためで、日本文化の特徴と言えます。日本では月の模様を「うさぎが餅をついている」と捉え

ますが、月うさぎは慈悲の心の象徴であり、月に寄せる思いの深さが感じられます。 


